
（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

【民生委員関係】 【社会福祉協議会関係】
1-2委員報酬　57千円　　8-1旅費　60千円 18-1県社会福祉協議会負担金 70千円
18-2民生児童児童委員協議会補助金2,976千円 18-2町社会福祉協議会補助金
【生活困窮・行旅死亡人関係】 さわやか福祉基金補助金　305千円
10-1福祉関係書籍12千円　11-2官報公告代37千円 福祉バス運行補助金　1,361千円
11-3葬祭・納骨手数料454千円　13-1火葬場使用料80千円 人件費補助金　27,865千円
【地域福祉関係】 支え愛地域づくり事業補助金　100千円
個別避難計画郵送料　33千円 【その他】　
避難行動要支援者台帳システム保守委託料 251千円 人件費8人　68,146千円、一般旅費　5千円
地域共生政策自治体負担金50千円 　傷害保険料（町主催事業関係7年度確定精算分）
ひとり親家庭等団体活動補助金160千円 52千円
地域福祉基金積立金143千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 1 社会福祉総務費

事業名 76 社会福祉総務費（一般）

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 民生委員法、災害対策基本法

個別計画

事業
概要

民生委員法に基づく単位民児協の活動を支援し、委員の資質向上を図る。
行旅病人及行旅死亡人取扱法に基づき、町内で行旅死亡人があった場合、葬祭等を執り行う。
災害対策基本法上の「避難行動要支援者台帳」のシステム保守及び個別避難計画作成促進。
ひとり親家庭等の相互連携・自立促進を図るため、ひとり親家庭等団体への活動支援（補助金等）を行う。
社会福祉協議会へ活動支援（補助金）を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
基準額

(           )
100%

(           )
100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 106,951 102,217 △ 4,734

国庫支出金 0 0

県支出金 525 579 54 行旅死亡人等取扱費繰替支弁金　
民生委員推薦会開催事業補助金

569
10

地方債 0 0 地域福祉基金利子
地域福祉基金繰入金

143
24,479

その他 33,878 24,625 △ 9,253 総合福祉課雑入 3

一般財源 72,548 77,013 4,465

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 1 社会福祉総務費

事業名 76 社会福祉総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
支援を必要とする住民 支援を必要とする住民に対し、民生児童委員による見守り活動

や、各種団体への補助、事業委託を行うことにより、適切なサー
ビスにつなげることを目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

災害時避難行動要支援者の登録数 人 21 30 50 60 70

民生児童委員欠員数 人 2 0 0 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

謝礼金
地域福祉計画推進委員に対する謝礼　16千円
出席者の子の託児ボランティア謝礼　1千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 1 社会福祉総務費

事業名 77 地域福祉推進事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 社会福祉法

個別計画 地域福祉計画

事業
概要

「地域でつながり支えあう健康と福祉のまちづくり」の実現をめざし、制度・分野ごとの縦割りを超えて、高齢
者、障がい者、子育て等に関する地域の福祉課題について総合的に対応するための相談支援体制を構築
すべく、その基本方針や各事業をまとめた計画の策定および進捗確認を行う。
現在、第4次計画（令和５年～９年）が進行中であり、令和８年度はその進捗確認を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 47 17 △ 30

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 47 17 △ 30

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 1 社会福祉総務費

事業名 77 地域福祉推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内すべての高齢者、障がい者、子やその親 「地域でつながり支えあう健康と福祉のまちづくり」の実現をめざ

し、制度・分野ごとの縦割りを超えて、地域の福祉課題に対応し
ていくための総合相談支援体制を構築するため

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

推進委員会の開催 回 1 3 1 3 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

地域福祉アンケート(住みやすいまち) % 64.5 65 65 65 65

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費　印刷製本費
千円

役務費　通信運搬費
千円

役務費　手数料
・特別医療審査事務手数料

千円
扶助費
・特別医療費 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 1 社会福祉総務費

事業名 78 特別医療給付事業

総合計画の位置づけ 13　普段から健康な暮らしを意識しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

大山町特別医療費助成条例
大山町特別医療費助成条例施行規則

個別計画

事業
概要

以下の方の医療費を助成する
①身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ判定、精神保健福祉手帳1級所持者
②小児慢性特定疾患及び20歳以上で指定疾患の治療を行っている方
③配偶者のいない方で、18歳までの児童を扶養している方
④18歳に達した日以後の最初の3月31日までの方

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

50%
(           )

50%
(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

115

125

2,176

92,954

区分

事業費 94,696 95,370 674 特別医療費事務費補
助金 1,087

国庫支出金 0 0 特別医療費補助金 43,396

県支出金 43,192 44,483 1,291 特別医療高額療養費
戻入金 6,161

地方債 0 0

その他 7,970 6,161 △ 1,809

一般財源 43,534 44,726 1,192

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 1 社会福祉総務費

事業名 78 特別医療給付事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
障害者、特定疾病療養者、ひとり親家庭、小
児

左記対象者の医療費について助成することにより、これらの者の
健康の保持及び生活の安定を図り、もってその福祉を増進するこ
とを目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

医療費の助成額 円 95,872,354 100,000,000 103,000,000 103,000,000 100,000,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

無し

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費（会計年度職員分） 千円 役務費 千円
職員手当等（会計年度職員分） 千円 　通信運搬費 千円
共済費（会計年度職員分） 千円 　手数料 千円
旅費（会計年度職員通勤手当） 千円 　保険料 千円
需用費 千円 委託料(保守業務委託料など) 千円
　消耗品費 千円 使用料及び賃借料 千円
　燃料費 千円 工事請負費(LED工事など) 千円
　光熱水費 千円 備品購入費(公用車購入など) 千円
　修繕料 千円 公課費 千円
　

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 2 社会福祉施設費

事業名 80 保健福祉センターなわ運営事業費

総合計画の位置づけ 13　普段から健康な暮らしを意識しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

大山町保健福祉センターなわ条例
大山町保健福祉センターなわ規則

個別計画

事業
概要

保健福祉センターなわについて、維持、清掃、警備等の管理及び運営を行う

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%

(  70％  )
100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

5,195 1,753
1,925 1,343
1,401 61

26 349
10,912 6,201
1,187 1,846

422 54,527
8,381 1,877

922 14

区分

事業費 26,968 85,677 58,709

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 50,900 50,900 緊急防災・減災事業債 50,900

その他 460 470 10 保健福祉センター（使用料） 470

一般財源 26,508 34,307 7,799

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 2 社会福祉施設費

事業名 80 保健福祉センターなわ運営事業費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民 福祉の発展や健康づくりの増進、生きがい活動の場の提供を目

的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

保健福祉センターなわ施設利用 件 684 680 680 680 680

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

・保健福祉センターなわ内照明設備のLED化に係る工事費及び工事監理委託料
・製造から26年以上経過し、更新推奨時期が過ぎた引き込み高圧ケーブルの更新工事
・屋上防水シートの劣化箇所の修繕工事
・足回りが腐食が進み、修理が必要な公用車の更新（ﾏｰﾁ2005年式→軽バン）

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

光熱水費
修繕料
手数料
保険料
委託料（消防設備保守点検）
使用料及び賃借料（テレビ視聴料）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 2 社会福祉施設費

事業名 83 老人憩いの家運営事業

総合計画の位置づけ 17　すべての人がかけがえのない存在として大切にされるまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町名和老人憩の家条例、大山町名和老人憩の家規則

個別計画

事業
概要

歴史的社会的理由により生活環境等の安定向上が阻害されてきた同和地区の集会所機能を提供し、併
せて文化・教養の向上や福祉推進のためのレクレーション等の場として利用を希望する各種団体にも活用して
もらうことにより、地区内外を問わない交流や健康増進を図ることを目的とする。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )
100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

180千円
10千円
38千円
36千円
7千円

13千円

区分

事業費 239 284 45

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 10 5 △ 5 老人憩いの家 5

一般財源 229 279 45

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 2 社会福祉施設費

事業名 83 老人憩いの家運営事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域住民及びその周辺住民 歴史的社会的理由により生活環境等の安定向上が阻害されて

いる地域とその周辺地域の老人に対して、教養の向上、レクレー
ション等の場を与え、もって老人の心身の健康の増進を図るた
め。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

施設利用 件 40 40 40 40 40

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動指標のとおり

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
修繕料 千円

役務費
保険料（建物共済） 千円

委託料
指定管理委託料 千円
指定管理委託料物価高騰分 千円

工事請負費
照明設備LED更新工事 千円
トイレ改修工事 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 2 社会福祉施設費

事業名 84 いきいき倶楽部運営事業

総合計画の位置づけ 13　普段から健康な暮らしを意識しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

大山町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
いきいき倶楽部規則

個別計画

事業
概要

福祉センターなかやまについて、管理・運営を委託し、施設の保全に努める

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
100%

(           )

(           )
100%

(  70％  )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

100

107

9,394
684

26,400
1,672

区分

事業費 65,277 38,357 △ 26,920

国庫支出金 0 684 684 物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金 684

県支出金 0 0

地方債 55,600 28,000 △ 27,600 緊急防災・減災事業債 28,000

その他 0 0

一般財源 9,677 9,673 △ 4

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 2 社会福祉施設費

事業名 84 いきいき倶楽部運営事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民 町民及び町内各種団体等の健康の増進、教養の向上及びレク

リエーション等のための便宜を総合的に供与し、その福祉の向上
を目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

指定管理料 千円 9,394 9,394 9,394 9,394 9,394

施設利用回数 回 81 100 100 100 100

施設利用者数 人 574 1,000 1,000 1,000 1,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

・照明設備LED更新工事
　改修済み（デイサービスフロア、ホール・ロビー、事務室）除く、全館LED改修工事。
・トイレ改修工事
　2階女子トイレ2か所の和式から洋式へ改修。改修箇所は指定管理者の要望をもとに選定。
・指定管理委託料物価高騰分
　物価高騰により、施設管理保守経費が指定管理料算定時より大幅に増加しており、７年度実績に基づく増加
分の追加措置。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
修繕料 千円

役務費
保険料（建物共済） 千円

委託料
指定管理委託料 千円
指定管理委託料物価高騰分 千円
LED更新工事設計委託料 千円
雨樋土砂撤去等業務委託料 千円

工事請負費
温水ヒーター取替工事 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 2 社会福祉施設費

事業名 564 保健福祉センターだいせん運営事業

総合計画の位置づけ 13　普段から健康な暮らしを意識しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

大山町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例
大山町保健福祉センターだいせん条例
大山町保健福祉センターだいせん規則

個別計画

事業
概要

保健福祉センターだいせんについて、管理・運営を委託し、施設の保全に努める

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
100%

(           )

(           )
100%

(   70％   )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

100

315

18,267
732

2,959
237

13,959

区分

事業費 19,753 36,569 16,816

国庫支出金 0 732 732 物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金 732

県支出金 0 0

地方債 0 16,800 16,800 緊急防災・減災事業債 16,800

その他 0 0

一般財源 19,753 19,037 △ 716

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 2 社会福祉施設費

事業名 564 保健福祉センターだいせん運営事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民 保健、福祉サービスの提供をするとともに健康保持増進、教養の

向上、在宅介護、スポーツ及びレクリェーション等の便宜に供し、
保健福祉の向上を目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

指定管理料 千円 18,267 18,267 18,267 18,267 18,267

施設利用回数 回 336 500 500 500 500

施設利用者数 人 5,244 6,500 6,500 6,500 6,500

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

・LED工事設計委託
　R7施工箇所（ホール水銀灯及びﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ休憩コーナー）以外全館分の工事設計委託。
・温水ヒーター更新工事
　お風呂（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）用の温水を沸かして貯水するタンク（製造年月：2004年11月）がお湯により摩耗し
漏水しているため（応急修繕済）、取替えする。
・指定管理委託料物価高騰分
　物価高騰により、施設管理保守経費が指定管理料算定時より大幅に増加しており、７年度実績に基づく増加
分の追加措置。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　 手数料
給料　 保険料
職員手当等 委託料（消防設備保守点検）
共済費 　 　　　（清掃業務）
報償費 　 　　　（警備）
旅費  　　　　（防火対象物点検）
消耗品費 使用料及び賃借料
燃料費 　　　　 （テレビ聴視料）
光熱水費 　　　　 （清掃器具借上料）
修繕料 備品購入費
通信運搬費 　　　　 （図書）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 6 同和対策施設費

事業名 99 中山ふれあいセンター運営事業

総合計画の位置づけ 17　すべての人がかけがえのない存在として大切にされるまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 隣保館設置運営要綱

個別計画

事業
概要

同和地区の福祉の向上や人権啓発のための住民交流の拠点として、また生活上の各種相談や差別解消の
ための各種取り組みなどを進める中山地区の総合拠点として、各種事業や施設の維持管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )
3/4

(           )
100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

4,107千円 30千円
2,481千円 137千円
2,555千円 71千円
1,881千円 88千円

360千円 131千円
161千円 55千円
188千円
72千円 19千円

794千円 33千円
117千円
51千円 20千円

区分

事業費 13,892 13,351 △ 541

国庫支出金 0 0 0

県支出金 6,833 6,514 △ 319 市町村創生交付金 1,439

地方債 0 0 0 隣保館運営費補助金 5,075

その他 5 5 0 人権交流センター等 5

一般財源 7,054 6,832 △ 222

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 6 同和対策施設費

事業名 99 中山ふれあいセンター運営事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域住民及びその周辺住民 地域社会全体の中で福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠

点となる開かれたコミュニティーセンターとして、生活上の各種相談
事業や人権課題の解決のための各種事業を総合的に行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

相談事業 件 44 50 55 60 60

各教室・事業の実施 回 56 60 65 70 70

上記事業の参加人数 人 476 500 550 600 600

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動指標と同じ

追加・
変更に
ついて

・12-1防火対象物点検委託料（55,000円）追加

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

4,107千円 10千円
2,690千円 115千円
2,762千円 318千円
1,956千円 28千円
560千円 120千円
159千円 170千円
85千円 63千円
93千円 19千円
743千円 44千円
113千円 20千円
138千円 20千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 6 同和対策施設費

事業名 100 中高ふれあい文化センター運営事業

総合計画の位置づけ 17　すべての人がかけがえのない存在として大切にされるまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 隣保館設置運営要綱

個別計画

事業
概要

同和地区の福祉の向上や人権啓発のための住民交流の拠点として、また生活上の各種相談や差別解消の
ための各種取り組みなどを進める大山地区の総合拠点として、各種事業の実施や施設の維持管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )
3/4

(           )
100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

会計年度任用職員報酬 手数料
会計年度任用職員給料 保険料
職員手当等 委託料
共済費 　消防設備保守点検委託料
報償費 　清掃業務委託料
旅費 　警備委託料
消耗品費 使用料及び賃借料
燃料費 　テレビ聴視料
光熱水費 　清掃器具借上料
修繕料 備品購入費
通信運搬費 　図書

区分

事業費 14,770 13,932 △ 838

国庫支出金 0 0 0

県支出金 7,702 6,854 △ 848 市町村創生交付金 1,429

地方債 0 0 0 隣保館運営費補助金 5,425

その他 5 5 0 人権交流センター等 5

一般財源 7,063 7,073 10

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 6 同和対策施設費

事業名 100 中高ふれあい文化センター運営事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域住民及びその周辺住民 地域社会全体の中で福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点とな

る開かれたコミュニティーセンターとして、生活上の各種相談事業や人権
課題の解決のための各種事業を総合的に行うことを目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

相談事業 件 65 70 70 70 70

各教室・事業の実施 回 100 110 110 115 115

上記事業の参加人数 人 780 850 850 870 870

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動指標のとおり

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　 手数料
給料　 保険料
職員手当等 委託料
共済費 （電気工作物保安業務委託他）
報償費 使用料及び賃借料
旅費 （清掃器具借上料他）
消耗品費 工事請負費
燃料費 負担金補助及び交付金
光熱水費 （県隣協連絡協議会負担金他）
修繕料
通信運搬費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 6 同和対策施設費

事業名 101 人権交流センター運営事業

総合計画の位置づけ 17　すべての人がかけがえのない存在として大切にされるまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

隣保館設置運営要綱、人権交流センター条例、人権交流センター規則、人権交流センターの管理運営に
関する要綱

個別計画

事業
概要

同和地区の福祉の向上や人権啓発のための住民交流の拠点として、また生活上の各種相談や差別解消の
ための各種取り組みなどを進める大山町の総合拠点として、各種事業の実施や施設の維持管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
3/4

(          )

(           )
100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2,568千円 10千円
22,185千円 181千円
15,284千円 1,579千円
7,875千円

399千円 498千円
214千円
267千円 3,850千円
136千円 233千円

2,224千円
89千円

190千円

区分

事業費 56,472 57,782 1,310

国庫支出金 0 0 0

県支出金 12,324 12,260 △ 64 隣保館運営費補助金 12,260

地方債 0 0 0

その他 10 10 0 人権交流センター等 10

一般財源 44,138 45,512 1,310

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 6 同和対策施設費

事業名 101 人権交流センター運営事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民 地域社会全体の中で福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠

点となる開かれたコミュニティーセンターとして、生活上の各種相談
事業や人権課題の解決のための各種事業を総合的に行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

相談事業 件 132 60 67 70 70

各教室・事業の実施 回 147 150 105 110 110

上記事業の参加人数 人 778 800 903 1,000 1,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動指標と同じ

追加・
変更に
ついて

・12-1清掃業務委託料　油脂分離槽清掃及び残渣物吸引処理（27,500円）を追加（隔年実施予定）
・12-1機械警備の廃止
・14-1高圧機器更新工事の実施

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

30千円
24千円
194千円
20千円
13千円
45千円

22千円
23千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 6 同和対策施設費

事業名 107 中高集会所運営事業

総合計画の位置づけ 17　すべての人がかけがえのない存在として大切にされるまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町中高集会所条例

個別計画

事業
概要

隣保館、児童館との有機的な連携により、地域住民およびその周辺住民や関係団体等の教育活動を推進
する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )
100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

消耗品費
燃料費
光熱水費
修繕料
保険料
委託料

　　消防設備保守点検料
　　維持管理委託料　剪定

区分

事業費 302 326 24

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 5 5 0 人権交流センター等 5

一般財源 297 321 24

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 6 同和対策施設費

事業名 107 中高集会所運営事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域住民及びその周辺住民 同和地区における社会教育の充実、発展を図ることを目的とす

る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

施設利用 件 35 40 40 40 40

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動指標のとおり

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

〇普通旅費 〇負担金
研修、認定調査等出張旅費（鳥取1回、倉吉1回） ・認定調査研修負担金　500円×2人分＝1,000円

・福祉有償運送負担金　　　　　　　　　　　13,500円
〇消耗品費
・受給者証台紙　44円×500枚＝22,000円 〇扶助費
・ハンドブック等　5,500円×4冊＝22,000円　　　　　　 特定新規学卒者就職支度金50,000円

25,000円×2人分
〇通信運搬費 （該当者が2名見込まれるため）
・受給者証更新等　110円×100通＝11,000円
・精神通院特定記録　320円×100通＝32,000円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 109 障害者福祉費（一般）

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 大山町特定新規学卒者就職促進奨励金支給規定

個別計画 第３期大山町障害者計画

事業
概要

障がいのある方（児）が地域で暮らせるよう、障害福祉サービスなどの事務経費

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

4,000円 14,500円

44,000円

43,000円

区分

事業費 234 156 △ 78

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 234 156 △ 78

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 109 障害者福祉費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
障がいのある方など 障がいのある方（児）が地域で暮らせるよう、障害福祉サービス

などの事務経費

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

障がい者福祉サービス利用者数（6月更新時） 人 189 188 190 192 194

障がい児福祉サービス利用者数（6月更新時） 人 41 50 56 60 65

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

身体・知的障害者相談員の配置は、相談実績及び重層的支援体制の整備等により令和７年度末で廃止

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

・委員長5,000円×1名×3回＝ 　15,000円
・委　員 4,700円×12名×3回＝169,200円

計 184,200円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 110 障害者福祉計画策定事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 大山町障害者計画・障害福祉計画及び障害児福祉計画策定委員会設置要綱

個別計画 大山町障害者計画・障害福祉計画及び障害児福祉計画

事業
概要

大山町障害者計画・障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定にあたり、関係者の幅広い参画を得てそ
の内容を検討し、より充実したものとなるようにするため、策定委員会を設置する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 62 185 123

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 62 185 123

第8期大山町障害福祉計画・第4期大山町障害児福
祉計画策定委員会委員謝礼（3回開催予定）

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 110 障害者福祉計画策定事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民 大山町障害者計画・障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定にあ

たり、関係者の幅広い参画を得てその内容を検討し、より充実したもの
となるようにするため、策定委員会を設置する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

策定委員会の開催 回 0 1 3 0 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

民生児童委員協議会(1名）、社会福祉協議会（1名）、障がい者団体（3名）、障害福祉サービス事業所
（3名）、有識者（1名）、障がい者家族（1名）、町内の教育関係機関（１名）、町内の医療関係機関
（1名）、西部自立支援協議会（1名）：計13名

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金及び補助金
在宅障害者地域生活支援事業補助金　500千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 115 在宅障害者地域生活支援事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 大山町重度心身障害者住宅改良費助成事業実施要綱

個別計画

事業
概要

身体障害者手帳１・2級、療育手帳A所持者、身体障害者手帳3級所持者で下肢・体幹または脳原性
運動機能障害の認定を受けており、介護保険の住宅改修費及び高齢者居住環境整備事業支給対象者
を除く障がい者に対して、浴室・トイレ・段差解消等を目的とした住宅改良費の一部（補助上限額500千
円）を助成する。（市町村創生交付金：補助率1/2）
500,000円×1件＝500,000円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(  　　　  )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 500 500 0

国庫支出金 0 0 0

県支出金 250 250 0 市町村創生交付金 250

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 250 250 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 115 在宅障害者地域生活支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
身障手帳1・2級、療育手帳A、身障手帳3級で下肢、
体幹または脳原性運動機能障害の認定を受けており、介
護保険の住宅改修費及び高齢者居住環境事業支給対
象者を除く障がい者

在宅生活の支援が必要な方（身障手帳1・2級を所持等）
が、地域社会の中で安定した生活を送ることができるよう支援す
る。

項目 単位 R6
実績

R7
見込

R8
目標

R9
目標

R10
目標

申請件数 件 0 0 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
〇身体障害者福祉協会補助金
〇精神障害者家族会補助金
〇手をつなぐ育成会補助金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 116 各種団体等運営費補助事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

●大山町身体障害者福祉協会補助金交付要綱
●大山町手をつなぐ育成会補助金交付要綱
●大山町家族会補助金交付要綱
●大山町障がい者グループホーム夜間世話人等配置事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

・大山町身体障害者福祉協会に対し、補助金を支給する
・大山町手をつなぐ育成会に対し、補助金を支給する
・大山町家族会補助金対し、補助金を支給する
・事業に該当する障がい者へのサービスを提供した事業者に対し、補助金を支給する。（一部に県費1/2補
助あり）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

560千円
65千円

100千円
395千円

区分

事業費 1,697 1,120 △ 577

国庫支出金 0 0 0

県支出金 470 197 △ 273 障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ夜間世
話人等配置事業補助金 197

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 1,227 923 △ 304

〇大山町障がい者グループホーム夜
間世話人等配置事業補助金　　

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 116 各種団体等運営費補助事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
障がい者の日常生活を支援する団体・事業者
（大山町身体障害者福祉協会等）

障がい者や家族が安心して暮らすことができる福祉政策を進める
ため、支援団体の運営の安定化を図るため。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

サービス提供事業所補助金支給件数 件 2 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

扶助費
エアーマットレスレンタル事業　　　25千円
難聴児への補聴器購入等補助金　　78千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 117 施設入所障害児（者）在宅生活支援事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

●鳥取県障がい児者在宅生活支援事業補助金交付要綱
●大山町障害者手帳交付対象外の難聴児への補聴器購入等助成事業実施要綱

個別計画

事業
概要

●エアーマットレスレンタル事業：全身性運動機能障害により、常時介護による体位変換が必要な重度身
体障がい児者に対し、エアーマットレスの賃借に要する経費の一部を助成する。
●手帳交付対象外の難聴児への補聴器購入等補助金：身体障害者手帳の交付対象とならない難聴児
に対し、補聴器の装用によって言語の習得やコミュニケーション力の向上を促進するため、補聴器等の購入費
用、修理、再購入に係る費用の一部を助成する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 103 103 0

国庫支出金 0 0 0

県支出金 51 51 0 施設入所障害児（者）在宅
生活支援事業補助金 51

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 52 52 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 117 施設入所障害児（者）在宅生活支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全身性運動機能障害のため、自力での体位交換
が困難で、常時介護が必要な重度障がい者及び
身体障害者手帳の交付対象とならない難聴児

在宅生活の支援が必要な方（全身性運動機能障害等）が、
地域社会の中で安定した生活を送ることができるよう支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
見込

R8
目標

R9
目標

R10
目標

申請件数 件 0 0 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

扶助費
〇心身障害児（者）扶養共済掛金
〇身体障害者医療費助成
〇障害者通所費等助成
〇人工透析通院助成

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 541 障害者医療費等助成事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

〇大山町心身障害者扶養共済掛金助成金交付要綱
〇大山町身体障害者、知的障害者及び精神障害者医療費助成条例
〇大山町障害者通所・通院費助成金交付条例
〇大山町障害者通所・通院費助成金交付条例施行規則
〇大山町人工透析患者通院費助成金交付規則

個別計画

事業
概要

障がい者の医療費、通所通院費等の助成に関する事務
・心身障害者扶養共済制度に加入する者に対し、掛金額の1/2を助成する
・重度以外の障害者手帳を所持する者に対し、医療費の1/2を助成する
・事業所に通所する者、精神障害者保健福祉手帳を所持し治療のため医療機関に通院する者に対し、交通費の1/2
を助成する
・人工透析患者の通院に係る交通費の1/2を助成する

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

351千円
4,160千円
1,024千円
2,199千円

区分

事業費 7,866 7,734 △ 132

国庫支出金 0 0

県支出金 3,933 3,867 △ 66 市町村創生交付金 3,867

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 3,933 3,867 △ 66

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 541 障害者医療費等助成事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
障がい者 一部助成を行い、健康の保持及び生活の安定を図るとともに、

引きこもり防止や社会参加を促す。

項目 単位 R6
実績

R7
見込み額

R8
目標

R9
目標

R10
目標

障害者医療費助成 件 280 350 350 350 350

障害者通所・通院費助成 件 98 120 120 120 120

人工透析患者通院費助成 件 139 120 120 120 120

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 750 地域生活支援事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

障害者総合支援法・大山町障害者地域生活支援給付費支給要綱、大山町成年後見制度支援事業実施要綱、大山町身体障害者用自動車改造費補助金交付
要綱、大山町日常生活用具給付等事業実施要綱、大山町障害者移動支援事業実施要綱、大山町障害者日中一時支援事業実施要綱

個別計画 大山町障害者計画など

事業
概要

障害者総合支援法に基づく市町村必須事業など障がいのある方が地域で安心して生活を営むことができるよう事業を実施する。
【主な事業】
日常生活用具給付事業（ストマ用装具、紙おむつ等の給付。所得区分により費用の90％～100％を給付。）
移動支援事業（外出支援が必要な障がい児者の支援）
日中一時支援事業（介護者休息を目的とした一時預かり）
成年後見制度利用支援事業（町長申立てに必要な経費、後見人等への報酬助成）
聴覚障がい者意思疎通支援事業（聴覚障害者の相談支援、手話通訳・要約筆記者の派遣、手話奉仕員の養成研修を行う事
業者に西部9市町村で事業委託する）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
50%

(           )
25%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 16,616 14,840 △ 1,776

国庫支出金 6,663 5,875 △ 788 障害者地域生活支援
事業補助金 5,875

県支出金 3,331 2,937 △ 394 障害者地域生活支援
事業補助金 2,937

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 6,622 6,028 △ 594

財
源
内
訳

事業費
の内訳

10-1消耗品費（成年後見制度利用支援事業）　　              　＠9千円
　登記等手数料印紙代（2,600円＋1,600円）×2名＝8,400円
11-1通信運搬費（成年後見制度利用支援事業）　　　　        ＠9千円
　申立用切手代　4,020円×2名＝8,040円
11-3手数料（成年後見制度利用支援事業）　　　　 　　        ＠61千円
　診断書料5,500円×2名＝11,000円、　鑑定料50,000円
11-3手数料（主治医意見書作成） 　　　　　 　　　　　        　＠280千円
・新規5,500円×10名＝  55,000円
・継続4,400円×51名＝224,400円
12-1委託料（西部圏域共同委託分）                     ＠2,163千円
・成年後見制度法人後見支援事業委託料　　　　　　　　20,072円
・点訳朗読奉仕員養成研修委託　　　　　　          　       40,813円
・聴覚障がい者意思疎通支援事業委託　　　           1,801,162円
・手話奉仕員養成研修事業委託                                298,070円

18-1負担金（西部広域負担金他）　　　　　　　　　　　　 ＠993千円
・西部広域負担金（障害区分認定審査会）　　     　　  690,000円
・西部高齢聴覚障がい者日中活動支援事業負担金　 201,767円
・西部自立支援協議会負担金　　　　　　　　　           　　　1,766円
・失語症者向け意思疎通派遣事業負担金　            　　82,207円
・相談支援促進研修事業負担金　　　　　　             　 　　6,691円
・理解促進研修・啓発事業委託　　　　　　　              　　  8,029円　
18-2補助金（自動車改造補助金）　　　　　　　　　　　　＠100千円
19-1扶助費（日常生活用具給付等）　　　　　　　 　＠10,457千円
・日常生活用具給付事業　　　　　　　　　　　      　　　6,070,000円
・移動支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　 2,038,000円
・日中一時支援事業　　　　　　　　　　　　       　　   　 2,349,000円
19-1扶助費（成年後見制度利用支援事業）　　 　      ＠768千円
後見人報酬助成
　18,000円（施設）×12カ月×2名＝432,000円
　28,000円（在宅）×12カ月×1名＝336,000円　



款 項 目
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 750 地域生活支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
障がいのある方など 障がいのある方が地域で安心して生活できるよう事業を実施す

る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

日常生活用具給付 件 242 270 300 300 300

移動支援事業・日中一時支援事業利用者 人 16 15 15 15 15

成年後見制度利用支援事業(報酬助成) 件 2 3 3 4 4

成年後見制度利用支援事業(町長申立) 件 0 2 2 3 3

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 806 障害者自立支援事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 障害者総合支援法など

個別計画 大山町障害者計画

事業
概要

障がいのある方が地域で安心して生活できるよう障害福祉サービス、自立支援医療の給付を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
50%

(           )
25%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 490,655 492,893 2,238

国庫支出金 243,910 244,973 1,063
障害者総合支援法国負担金・国補助金、自
立支援医療費国負担金（更生医療分、育
成医療分）、療養介護医療国負担金

244,973

県支出金 121,501 121,971 470
障害者総合支援法県負担金、自立支援医
療費県負担金（更生医療分、育成医療
分）、療養介護医療県負担金

121,971

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 125,244 125,949 2,238

財
源
内
訳

事業費
の内訳

【障害福祉サービス】
・手数料　　　                                                           715,000円
（国保連支払審査）      277件×210円 ×12ヶ月≒    700,00円
（療養介護審査）(4件×47円+1件×29円）×12ヶ月 ＝2,604円
（国保連統計資料作成）277件 ×3.4円 ×12ヶ月 ＝  11,301円
・委託料　                                                           　4,210,000円
（サービス請求審査システム保守等）　　　            　　752,400円
（G-Trustシステム保守）　　　　　　　　　             　  1,190,750円
（G-Trustシステム改修）　　　　　　　　　             　  2,266,000円
・扶助費　                                                          477,986,000円
（介護・訓練等給付費）                                      470,000,000円
（療養介護医療費）　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 　4,980,000円
（高額障害福祉サービス費）　　　　　　　　　　　 　　   　　　6,000円　　　　　　
（補装具費支給費）　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　3,000,000円

【自立支援医療（更生医療、育成医療】
・手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 71,000円
（更生医療70,000円+育成医療2,000円）
・負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　11,000円
（育成医療医学的判定委託負担金）
・扶助費　                                               　   　       9,900,000円
（更生医療給付費）　　　　　　　　　　　　　　　　          9,600,000円
（育成医療費）　 　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　300,000円



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 806 障害者自立支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
障がいのある方など 障がいのある方が地域で安心して生活できるよう障害福祉サービ

ス、自立支援医療の給付を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

障がい者福祉サービス利用者数（6月更新時） 人 189 188 190 192 194

更生医療支給件数 件 112 115 115 115 115

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 1126 児童発達支援センター利用者負担金軽減事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 大山町児童発達支援センター利用者負担金軽減事業実施要綱

個別計画

事業
概要

2人以上の児童が児童発達支援センターを利用する家庭において、2人目以降の利用者負担金の一部また
は全部を助成する。
  2,108円×12月

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

25千円

区分

事業費 26 26 0

国庫支出金 0 0 0

県支出金 12 12 0 児童発達支援センター利用者
負担金軽減事業補助金 12

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 14 14 0

児童発達支援センター利用者負担
金軽減事業

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 1126 児童発達支援センター利用者負担金軽減事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
2人以上の児童がいる世帯で、第2子以降の
児童が児童発達支援センターを利用する世帯

2人以上の児童がいる世帯で、第2子以降の児童が児童発達
支援センターを利用する世帯が、地域社会の中で安定した生活
を送ることができるよう支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
見込

R8
目標

R9
目標

R10
目標

申請件数 件 0 0 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
重度障がい児者支援事業補助金　　783千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 1178 鳥取県型重症心身障がい児者等支援事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

鳥取県重度障がい児者支援事業実施要綱・鳥取県重度障がい児者支援事業補助金交付要綱・
大山町重度障がい児者支援事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

本事業に該当する障がい者へのサービス（生活介護・放課後等デイサービス・短期入所）を提供した事業
者に対し、補助金を支給する。
対象者：重度障がい者（支援内容：生活介護）
2,900円×270日×1人＝783,000円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 740 783 43

国庫支出金 0 0 0

県支出金 370 391 21 鳥取県型重症心身障がい
児者等支援事業補助金 391

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 370 392 22

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 1178 鳥取県型重症心身障がい児者等支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
重度障がい児者の受け入れ及び支援を行って
いる事業所

重度障がい児者の受け入れ及び支援を行っている事業所に対し
て、支援体制の充実を図るため支援を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

サービス提供事業所補助金支給件数 件 1 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

補助金及び負担金
医療的ケア児等送迎支援事業補助金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 1580 医療的ケア児等送迎支援事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

大山町医療的ケア児等送迎支援事業実施要綱・大山町医療的ケア児等送迎支援事業補助金交付要
綱

個別計画

事業
概要

医療的ケア児等の医療機関等への送迎に際して、福祉タクシー等の利用に係る経費を助成し、移動手段の
選択肢の拡大を図るとともに、保護者等の経済的負担の軽減を図る。
※本人自己負担額：タクシー料金の1/2

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

163千円

区分

事業費 163 163 0

国庫支出金 0 0 0

県支出金 81 81 0 医療的ケア児等送迎支
援助成事業費補助金 81

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 82 82 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 1580 医療的ケア児等送迎支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
医療的ケア児等及びその家族 医療的ケア児等の医療機関等への送迎に際する負担軽減

項目 単位 R6
実績

R7
見込

R8
目標

R9
目標

R10
目標

申請件数 件 0 0 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 1623 在宅重度障がい児者等支援体制強化事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

大山町在宅重度障がい児者等支援体制強化事業補助金交付要綱・鳥取県在宅重度障がい児者等支
援体制強化事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

在宅で生活をする医療的ケアを要する重度障がい者や強度行動障がい者を支援する事業所（居宅介護・重度訪問
介護・行動援護）を支援し、事業者の負担の軽減を図ることで在宅における支援体制を強化するために補助金を交
付する。
対象者：強度行動障がい者（支援内容：行動援護）
　重度障がい児者等支援加算：330,000円   遠隔地支援加算：584,000円
　通院等外出加算：24,000円    計　938,000円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

938千円

区分

事業費 0 938 938

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 469 469 在宅重度障がい児者等支
援体制強化事業補助金 469

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 0 469 469

在宅重度障がい児者支援体制強化
事業補助金

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 7 障害者福祉費

事業名 1623 在宅重度障がい児者等支援体制強化事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
在宅で生活をする重度障がい児者等を支援す
る事業所（居宅介護・重度訪問介護・行動
援護等の訪問支援）

在宅で生活をする重度障がい児者等の支援を行っている事業
所に対して、支援体制の強化を図るため支援を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

サービス提供事業所補助金支給件数 件 0 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

【報酬】　76千円 【補助金】　3,195千円
人権尊重の社会づくり審議会委員報酬　 地区活動費補助金　3,000千円
会長5,000円×1人×2回 （中山1,000千円・名和1,000千円
委員4,700円×7人×2回 ・大山1,000千円）
【委託料】 99千円 町保護司会補助金　195千円
同和対策事業で取得した町有地の適正管理
　※茶畑地内・小集落地区改良事業（376㎡）
【負担金】　636千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 8 人権推進費

事業名 669 人権推進費（一般）

総合計画の位置づけ 17　すべての人がかけがえのない存在として大切にされるまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

大山町地区活動費補助金交付要綱
大山町保護司会補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

人権推進施策全般に関する各種事業を進め、人権尊重のまちづくりを推進する経費

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

鳥取県犯罪被害者等支援基金事業負担金 125千円
その他町が加盟・参加している各種団体への経費負担 511千円

区分

事業費 4,248 4,006 △ 242

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 4,248 4,006 △ 242

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 8 人権推進費

事業名 669 人権推進費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
住民及び各種団体 同和問題をはじめあらゆる差別が解消し、だれもが住みやすいま

ちづくり

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

人権尊重の社会づくり審議会開催回数 回 1 3 3 3 3

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

犯罪被害者の負担を軽減し、日常生活の回復へ繋がるよう、県・市町村が連携して国の制度を補完する鳥取
県独自の経済的支援制度が、令和8年度からスタートするための負担金（125千円）を新たに追加した。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

●男女共同参画審議会委員謝礼　計114,000円
・会長　5,000円×1名×2回＝10,000円
・委員　4,700円×11名×2回＝103,400円
●男女共同参画講座　計126,000円
・講師謝礼　100,000円
・託児協力謝礼　1,200円×4H×2名×1回＝9,600円
・手話通訳協力者謝礼6,000円×2名+4,000円(費用弁償)=16,000円
●職員研修旅費　計5,000円
●消耗品費　　計35,000円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 8 人権推進費

事業名 1440 男女共同参画事業

総合計画の位置づけ 18　「男らしさ」「女らしさ」ではなく「自分らしさ」を大切にしよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 男女共同参画推進条例

個別計画 第4次男女共同参画プラン

事業
概要

男女共同参画社会の実現のため、日本女性会議等の全国規模の会議への参加や講師を招聘しセミナーを
開催し意識啓発を図る(R8年度は日本女性会議実施なし)。
また、大山町男女共同参画審議会を運営し、大山町誰もが共同参画できる社会づくり計画(第5次男女共
同参画プラン)の策定、調査、見直しを行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 420 280 △ 140

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 420 280 △ 140

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 8 人権推進費

事業名 1440 男女共同参画事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
住民 性別にとらわれることなく互いの多様性を認め合い、すべての人が

自分らしく生きることを目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

男女共同参画に関する意識調査
アンケート回収率(前回R3.2月回収率41.0％) ％ 実施なし 実施なし 45 実施なし 実施なし

男女共同参画講座への出席者数 人 7 50 50 60 60

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

自治会や地域における男女の平等感
(男女平等と感じている人の割合)R3 22.1％ ％ 実施なし 実施なし 30 実施なし 実施なし

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料 396千円
成年後見サポートセンター委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 8 人権推進費

事業名 1529 権利擁護事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 成年後見制度の利用の促進に関する法律

個別計画

事業
概要

【成年後見サポートセンター推進事業】
成年後見制度の利用促進のために中核機関を設置し成年後見や権利擁護に関する相談・支援、広報業
務等を行う。権利擁護における市町村支援、広報業務、中核機関業務（一部）等を西部市町村の共同
委託により専門的な支援を行う。
※委託費は西部町村との覚書により3年ごとに設定。R6-8年度の委託料は396,000円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 396 396 0

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 396 396 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 8 人権推進費

事業名 1529 権利擁護事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
成年後見制度の利用が必要な高齢者、障が
い者やその家族、権利擁護支援を行っている
関係者等

成年後見制度の利用や権利擁護を推進する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

なんでも相談会 回 1 1 1 1 1

市民後見フォーラム 回 1 1 1 1 1

相談件数（委託先受付） 件 590 600 600 600 600

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

成年後見制度利用者数 人 23 25 28 31 34

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

【福祉事務所未設置町村相談事業】
弁護士による法律相談25千円×12月　（月1回5人枠）
《補助率》重層的支援体制整備事業交付金　　国3/4

【障害者相談支援事業】

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 9 重層的支援体制整備事業費

事業名 1600 重層的支援体制整備事業（相談支援）

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 社会福祉法、重層的支援体制整備事業実施要綱

個別計画 大山町障害者計画

事業
概要

障がい、生活困窮の各分野において実施している既存の相談支援において、相談者の属性、世代、相談内容に関わら
ず、地域住民からの相談を幅広く受け止め、抱える課題の解決に向けて必要な機関へのつなぎや連携した支援を行う。
【福祉事務所未設置町村相談事業】生活困窮者やその家族等からの相談に応じ、必要な情報の提供や助言、関係
機関との連絡調整、その他の必要な支援を行う。
【障害者相談支援事業】専門的な知識や経験を有する4事業所（町内3事業所、米子市内1事業所）に、障がいが
ある方などからの相談事業を委託する。委託料は人件費と相談件数の実績払い

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
3/4

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

謝礼金300,000円

委託料5,968,400円

区分

事業費 10,021 6,269 △ 3,752

国庫支出金 225 225 0 重層的支援体制整備事
業交付金 225

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 9,796 6,044 △ 3,752

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 9 重層的支援体制整備事業費

事業名 1600 重層的支援体制整備事業（相談支援）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
障がい者（児）、生活困窮者やその家族等 障がい者、生活困窮者やその家族等からの相談に応じ、必要な情報

の提供や助言、関係機関との連絡調整、その他の必要な支援を行
い、障がい者、生活困窮者に身近な相談体制の構築を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

弁護士による法律相談件数 件 40 60 60 60

一般相談件数 件 1,216 1,250 1,260 1,260 1,260

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

一般相談委託事業所について令和7年度は５事業所（町内3事業所、米子2事業所）に委託していたが、令
和８年度から４事業所（町内３事業所、米子１事業所）に委託する。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 9 重層的支援体制整備事業費

事業名 1601 重層的支援体制整備事業（地域づくり）

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 社会福祉法、重層的支援体制整備事業実施要綱

個別計画

事業
概要

人と人、人と資源がつながりあう関係性を育み、さらに広がるよう既に実施されている取組みを進めていくと同時に、これらの取組みを活かし、世代や属
性を超えて交流できる場や居場所の整備を行う。
【民生委員協力員関係】　民生委員の活動しやすい環境の整備や担い手確保に向けて、業務負担の軽減を図る。
【生活困窮者等地域づくり関係】　ニーズ把握、住民主体の活動支援、居場所づくり等を通じて地域における共助の取り組みを活性化させ、地域福
祉の推進を図る。
【地域活動支援センター事業負担金】障害者等が通い、創作的活動または生産活動を行う場を提供し、地域との交流促進等を行う地域活動支援
センター（米子市）に対しての負担金。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
1/2

(           )
1/4

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 5,359 6,545 1,186

国庫支出金 2,500 2,647 147 重層的支援体制整備
事業交付金 2,647

県支出金 46 156 110 重層的支援体制整備
事業交付金 156

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 2,813 3,742 929

財
源
内
訳

事業費
の内訳

【民生委員協力員関係】　
謝礼金　108千円（18,000円×6人）
保険料　3千円（500円×6人）
《補助率》重層的支援体制整備事業交付金　国1/2県1/4
 協力員：R5 2人、R6 4人､R7 4人
【生活困窮者等地域づくり関係】　委託料　4,668千円
（地域福祉座談会1,324,900円、地域福祉推進研修会
1,374,600円、集落レストラン1,243,000円、男の料理塾
724,800円）
《補助率》重層的支援体制整備事業交付金　　国1/2　

【地域活動支援センター事業負担金】
負担金1,766千円
《補助率》重層的支援体制整備事業交付金
　　国1/2県1/4（機能強化事業分515千円のみ）



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 9 重層的支援体制整備事業費

事業名 1601 重層的支援体制整備事業（地域づくり）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域住民 地域におけるつながりの中で、住民の多様な生活課題に対応できるよ

う、ニーズ把握、住民主体の活動支援、情報発信、居場所づくり等を
通じて地域における共助の取り組みを活性化させ、地域福祉の推進を
図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

地域福祉座談会実施集落 集落 20 20 20 20

集落レストラン開催回数 回 30 30 30 30

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

座談会で集落から出た課題に対し、解決提案
ができた割合 ％ 100 100 100 100

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 9 重層的支援体制整備事業費

事業名 1602 重層的支援体制整備事業（多機関協働）

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 社会福祉法、重層的支援体制整備事業実施要綱、多機関協働事業実施要領

個別計画

事業
概要

制度の狭間等により相談先が不明な場合の相談受付のほか、重層的支援会議などを通じて、複雑化・複合化した課題を抱え、単独の支援機関で
は対応が難しい事例に対する支援の全体調整を行う。また、多様な関係機関との連携や、アウトリーチ等を通じた継続的支援事業や参加支援事業
を実施する。
【多機関協働事業関係】重層的支援会議を開催し、支援の進捗状況を把握、助言し、関係者の連携の円滑化を進めるほか、研修会等へ参加す
る。
【参加支援事業関係】　既存の事業では対応できない人のために支援メニューをコーディネートし、マッチングを行う。
【アウトリーチ等事業関係】　支援が届いていない人を把握し、定期的に訪問を行い信頼関係に基づくつながりを形成する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
1/2

(           )
1/4

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 14,422 14,771 349

国庫支出金 3,743 3,838 95 重層的支援体制整備
事業交付金 3,838

県支出金 1,871 1,919 48 重層的支援体制整備
事業交付金 1,919

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 8,808 9,014 206

財
源
内
訳

事業費
の内訳

【多機関協働事業関係】
消耗品費42千円　人件費6,792千円

【参加支援事業関係】　
障害者手帳を持っていない人に、就労継続支援B型事業所
への通所を想定　
謝礼金119千円　（1日1人当たり特別給付費8,570円、
工賃430円）×2回×３月×２人×1.1

【アウトリーチ等事業関係】　
　公用車維持費99千円　公用携帯代31千円
　人件費7,688千円

【人件費】
多機関協働事業　主任1（0.5人役）
アウトリーチ等事業　主幹１（0.5人役）

《補助率》重層的支援体制整備事業交付金
　　　国1/2県1/4



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 9 重層的支援体制整備事業費

事業名 1602 重層的支援体制整備事業（多機関協働）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域住民 支援が必要な住民に対し包括的な支援体制を構築することを

目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

重層的支援会議開催回数 回 15 20 20 20

参加支援事業利用者数 人 1 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

参加支援事業利用者のうち社会参加につながった割合 ％ 100 100 100 100

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
　 消耗品費　　69千円
役務費
　 通信運搬費　25千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 1 児童福祉総務費

事業名 124 児童福祉総務費（一般）

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 特別児童扶養手当等の支給に関する法律に基づき都道府県及び市町村に交付する事務費に関する政令

個別計画

事業
概要

特別児童扶養手当事務にかかる経費（特別児童扶養手当事務取扱交付金対象。）
交付金の金額は、国の単価（※毎年変わる）×12月末日時点での受給者数。
※R7年度基準額：受給者一人当たり2,131円×40名＝93,764円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 77 94 17

国庫支出金 77 94 17 特別児童扶養手当事
務費委託金 94

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 1 児童福祉総務費

事業名 124 児童福祉総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
特別児童扶養手当受給者及び申請者 特別児童扶養手当受給権者及びその家族が、手続きをスムー

ズに行うことができる。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

特別児童手当受給者数 人 40 42 44 45 46

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　
給料　
職員手当等
共済費
報償費
普通旅費
費用弁償
消耗品費
食糧費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 1 児童福祉総務費

事業名 787 あすなろクラブ

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

・児童福祉法、・放課後児童クラブ条例、・放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例、放課後児童クラブ条例施行規則、・放課後児童クラブ一時利用運営要綱

個別計画

事業
概要

保護者が仕事などにより昼間家庭にいない小学校に通う児童に、遊びや生活の場を提供し健全育成を図
る。
あすなろ児童館を利用して適切な遊び及び生活の場を与え、家庭、地域等との連携のもと、発達段階に応
じた主体的な遊びや生活が可能となるよう環境を整える。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
 1/3

(           )
 1/3

(           )

(           )
100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

3,651千円
2,784千円
1,691千円
1,155千円

5千円
25千円

142千円
79千円

192千円

区分

事業費 8,874 9,724 850

国庫支出金 2,458 1,943 △ 515 子ども・子育て支援交付
金 1,943

県支出金 2,458 1,943 △ 515 子ども・子育て支援交付
金 1,943

地方債 0 0

その他 740 925 185 児童クラブ使用料 925

一般財源 3,218 4,913 850

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 1 児童福祉総務費

事業名 787 あすなろクラブ

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
昼間保護者のいない家庭の小学児童 保護者が仕事などにより昼間家庭にいない小学児童に遊びや生

活の場を提供し、健全育成をはかる。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用人数 人 4,063 4,200 4,200 4,200 4,200

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動指標のとおり

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

扶助費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 1 児童福祉総務費

事業名 854 小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

鳥取県小児慢性特定疾病児童日常生活用具給付事業費補助金交付要綱
大山町小児慢性特定疾病児童等日常生活用具給付事業実施要綱

個別計画

事業
概要

小児慢性特定疾病児童等の生活向上を図るため、特殊寝台等の日常生活用具の給付を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
75%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

191千円

区分

事業費 191 191 0

国庫支出金 0 0 0

県支出金 143 143 0 小児慢性特定疾病児童日常
生活用具給付事業補助金 143

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 48 48 0

小児慢性特定疾病児童日常生活用
具給付事業

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 1 児童福祉総務費

事業名 854 小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
小児慢性特定疾病児童等とその扶養義務者 小児慢性特定疾病児童等が日常生活を営む中で生じる社会

的な障壁を緩和し、生活向上を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
見込

R8
目標

R9
目標

R10
目標

申請件数 件 0 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

手数料
審査支払手数料　               177千円

扶助費
障害児通所給付費　   　　50,424千円
高額障害児通所給付費　     　 47千円

予測値のため当初予算は8か月分相当額

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 1 児童福祉総務費

事業名 1119 障害児通所給付費等

総合計画の位置づけ 16　誰もが自分らしく暮らせる共生のまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等

障害者総合支援法など
大山町障害児通所給付費等の支給に関する規則

個別計画

事業
概要

障害児福祉サービスを受けられる方に障害児通所給付費を支給し、在宅生活の支援等を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
50%

(           )
25%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 41,243 50,648 9,405

国庫支出金 20,548 25,235 4,687 障害児通所給付費等
負担金 25,235

県支出金 10,274 12,617 2,343 障害児通所給付費等
負担金 12,617

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 10,421 12,796 2,375

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 1 児童福祉総務費

事業名 1119 障害児通所給付費等

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
障がいを抱える子ども及びその保護者 障害児や家族にとって身近な地域で必要な発達支援を受けるこ

とができ、利用料についての経済的負担を軽減することができる。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

障害児通所サービス利用者数（6月更新時） 人 41 50 56 60 65

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

扶助費
災害遺児手当　　　　　　　　　24千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 3 母子福祉費

事業名 129 母子福祉費（一般）

総合計画の位置づけ 12　安心して子育てができる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ２．保健医療福祉の充実

根拠法令・
要綱等 大山町災害遺児手当支給条例、大山町災害遺児手当支給条例施行規則

個別計画

事業
概要

町内に住所を有する災害遺児を養育している養育者に対し、1月につき2,000円を支給する。
＠2,000円×12月＝24,000円
（要件）
・義務教育終了前の児童の養育者が天災、交通事故等によって死亡又は障害の状態となった場合
・養育者の前年所得税が非課税の場合

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 24 24 0

国庫支出金 0 0 0

県支出金 12 12 0 災害遺児手当支給事
業補助金 12

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 12 12 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 3 母子福祉費

事業名 129 母子福祉費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
ひとり親家庭の養育者
災害遺児の養育者

養育者が、児童の子育てを安心して送れるように支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

災害遺児手当支給件数 件 1 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

災害遺児手当支給件数 件 1 1 1 1 1

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　 保険料
給料　 草刈等作業委託料
職員手当等 備品購入費（図書）
共済費
報償費
旅費
消耗品費
食糧費
修繕料
通信運搬費
手数料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 4 児童福祉施設費

事業名 130 ふれあい児童館

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

児童福祉法・児童福祉施設の基準及び運営に関する基準（省令）
児童館条例・児童館規則

個別計画

事業
概要

児童館の管理、運営及び児童の健全育成。
・児童の学習支援、遊びの指導、基本的生活習慣の定着を図る。
・保護者との関わりをとおして、地域における子育て支援を実施する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2,663千円 9千円
2,784千円 63千円
1,686千円 20千円
1,285千円

144千円
137千円
150千円
10千円
20千円
31千円
14千円

区分

事業費 10,018 9,016 △ 1,002

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 10,018 9,016 △ 1,002

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 4 児童福祉施設費

事業名 130 ふれあい児童館

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
18歳未満の児童・生徒 地域における「子どもの居場所」を確保するとともに、児童に健全な遊び

を提供することを通じ、児童の発達に応じ基本的生活習慣の定着、社
会性の獲得、情操の涵養、心身の健全育成を促進する。保護者や諸
機関と連携し、児童の健全育成を促進する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

主催事業の実施 回 72 80 80 85 90

上記事業の参加人数 人 500 600 600 650 700

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動指標と同じ

追加・
変更に
ついて

・12-1下田中児童館敷地内除草業務委託料（63,000円）を追加
・13-1清掃器具借上料を廃止。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　 備品購入費（図書）
給料　 負担金補助及び交付金
職員手当等
共済費
報償費
旅費
消耗品費
食糧費
修繕料
手数料
保険料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 4 児童福祉施設費

事業名 131 あすなろ児童館

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

児童福祉法・児童福祉施設の基準及び運営に関する基準（省令）
児童館条例・児童館規則

個別計画

事業
概要

児童館の管理、運営及び児童の健全育成。
・児童の学習支援、遊びの指導、基本的生活習慣の定着を図る。
・保護者との関わりをとおして、地域における子育て支援を実施する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

38千円 40千円
2,784千円 65千円
1,217千円 （県児童館連絡協議会負担金　30千円）

856千円 （児童館健全育成推進財団負担金　35千円）
58千円
2千円

100千円
10千円
15千円
11千円
8千円

区分

事業費 4,891 5,204 313

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 4,891 5,204 313

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 4 児童福祉施設費

事業名 131 あすなろ児童館

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
１８歳未満の児童・生徒 地域における「こどもの居場所」を確保するとともに、児童に健全な遊び

を提供することを通じ、児童の発達に応じ基本的生活習慣、社会性の
獲得、情操の涵養、心身の健康増進等の育成を促進する。
保護者や諸機関と連携し、児童の健全育成を促進する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

各種教室・事業の実施(延べ) 回 78 80 80 80 80

上記事業の参加人数 人 1,238 1,300 1,300 1,300 1,300

来館者数 人 6,281 6,300 6,300 6,300 6,300

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動指標に同じ

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

パートタイム会計年度任用職員報酬      3,435千円 通信運搬費（電話）　　　　　　　　　　　31千円
フルタイム会計年度任用職員給料　　　　 3,014千円 保険料（傷害保険・建物火災・児童安全共済）20千円
職員手当等会計年度任用職員           1,812千円 委託料（消防点検）　　　　　　　　　　　22千円
共済費会計年度任用職員                 1,306千円 使用料及び賃借料（清掃器具）        11千円
報償費　謝礼金・記念品等　　　　　　　　　　55千円 備品購入費（図書）　　　　　　　　　　　20千円
旅費（普通旅費・費用弁償）　　　　　　　　52千円
消耗品費                                        150千円
燃料費（灯油・ガスボンベ）                   41千円
食糧費（行事用食料）　　　　        　 　　10千円
光熱水費（電気・ガス・上下水道）　          　　　428千円
修繕料  　 　                  　　　　　　       20千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 4 児童福祉施設費

事業名 132 中高児童館

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 児童福祉法・児童福祉施設の基準及び運営に関する基準（省令）　児童館条例・児童館規則

個別計画

事業
概要

児童館の運営管理、運営及び児童の健全育成。
・児童の学習支援、遊びの指導、基本的生活習慣の定着を図る。
・保護者との関わりをとおして、地域における子育て支援を実施する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 10,090 10,427 337

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 10,090 10,427 337

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 10 児童福祉費 4 児童福祉施設費

事業名 132 中高児童館

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
18歳未満の児童・生徒 地域における「こどもの居場所」を確保するとともに、児童に健全

な遊びを提供することを通じ、児童の発達に応じ基本的生活習
慣、社会性の獲得、情操の涵養、心身の健康増進等の育成を
促進する。保護者や諸機関と連携し、児童の健全育成を促進
する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

各教室・事業実施（延べ） 回 164 170 170 170 170

上記事業の参加人数 人 1,196 1,200 1,200 1,200 1,200

来館者数 人 4,215 4,300 4,300 4,300 4,300

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動指標に同じ

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費　謝礼金　460千円　 負担金補助及び交付金　2,571千円　
講師謝礼、指導者協力者謝礼 負担金　西部地区社会教育担当者

旅費　230千円 研究協議会会費　1千円
普通旅費　226千円 進学奨励交付金

　　　　同和教育担当者会視察　50千円 継続2名(大学・専門)　120千円
　　　　部落解放・人権確立要求中央集会　60千円 補助金　　
　　　　その他旅費　13千円 町人権・同和教育推進協議会補助金
　　　　視察研修旅費（各種全国大会）　103千円 2,450千円　
　　　　費用弁償　手話通訳旅費4千円
消耗品費　50千円
備品購入（人権関係図書）50千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 総合福祉課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 4 同和教育費

事業名 335 同和教育費（一般）

総合計画の位置づけ 17　すべての人がかけがえのない存在として大切にされるまちをつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 人権教育及び人権啓発の推進に関する法律

個別計画

事業
概要

同和問題をはじめとする、あらゆる人権問題の解決に向けて、関係機関と連携を取りながら住民等への啓
発・教育を行う事業に必要な経費

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
基準額

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 4,732 3,361 △ 1,371

国庫支出金 0 0

県支出金 195 175 △ 20 人権啓発活動地方委託金 175

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 4,537 3,186 △ 1,371

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 総合福祉課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 4 同和教育費

事業名 335 同和教育費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
住民及び各種団体 同和問題をはじめあらゆる差別が解消し、だれもが住みやすいま

ちづくり

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

各種啓発事業 回 12 30 30 30 30

上記事業の参加人数 人 534 700 700 700 700

町同和教育推進協議会会員数 人 278 274 300 300 300

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動指標のとおり

追加・
変更に
ついて

進学奨励交付金については、R7年度末で廃止し、R7交付者については卒業までを経過措置とする。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標


